
（九州主産県）平成17年産「い」の作付面積及び収穫量
― 収穫量は前年産に比べて５％増加 ―

Ⅰ 調査結果の概要

九州主産県（熊本県及び福岡県）における平成17年産「い」の作付面積は1,700ha

で、前年産に比べ100ha（６％）減少しました。

収穫量は２万1,800tで、前年産に比べ1,100t（５％）増加しました。

Ⅱ 解 説

１ 作付面積

作付面積は1,700haで、前年産に比べ100ha（６％）減少しました。

これは、野菜への作付転換や、高齢農家を中心とした作付中止及び作付面積の減少に

よるものです。

なお、優良品種「ひのみどり」等の導入や畳表の銘柄化等により、近年は作付面積の

減少も小さくなっています。

２ 収穫量

収穫量は２万1,800tで、前年産に比べ1,100t（５％）増加しました。

これは、作付面積は減少したものの、植え付け時期の気温がやや高く経過したこと

から、活着は良好で、その後もおおむね天候に恵まれ茎の充実が促進され、６月中旬

以降の降雨により茎の伸長が促進されたことから、10a当たり収量が前年産に比べて

上昇したためです。

図 「い」の作付面積及び収穫量の動き
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利用上の注意

１ 本調査結果は福岡県及び熊本県の結果を取りまとめたものです。

２ 計と内訳が一致しない場合があるのは、ラウンド（四捨五入）のためです。

３ 表中の「△」印は、減少したものを示します。

４ 「い」は17年に収穫したもの、畳表は畳表生産農家が16年7月から17年6月の間に生

産したものです。

５ 畳表生産農家数は 「い」の生産から畳表の生産まで一貫して行っている農家の数、

をいいます。

【掲載内容に関するお問い合わせ先】

担 当：九州農政局 統計部

生産流通消費統計課

電 話： 代）０９６－３５３－３５６１ 内線４７５１（

直通電話： ０９６－３５３－７５７１

九州農政局ホームページでも御覧になれます。

http://www.kyushu.maff.go.jp

作付面積 収穫量 作付面積 収穫量

ha % t % ha % t %
平.    10 274 △ 33 2 880 △ 39 4 150 △ 10 44 100 △ 17

11 191 △ 30 2 240 △ 22 3 300 △ 20 34 100 △ 23
12 134 △ 30 1 450 △ 35 2 590 △ 22 27 900 △ 18
13 88 △ 34 1 030 △ 29 1 780 △ 31 20 300 △ 27
14 89 1 1 020 △ 1 1 720 △ 3 19 700 △ 3
15 89 0  882 △ 14 1 780 3 19 600 △ 1
16 77 △ 13  872 △ 1 1 720 △ 3 19 800 1
17 65 △ 15  893 2 1 630 △ 5 20 900 6

「い」累年統計

年　　産
福　　　　岡 熊　　　　本

対前年
増減率
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増減率

対前年
増減率

対前年
増減率

い生産農家数
畳        表
生産農家数

畳表生産量

戸 戸 千枚 % % %
九州主産県計 93 94 100
福　　　岡 85 85 98
熊　　　本 94 95 100

平成17年産「い」生産農家数及び畳表生産量
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Ⅲ　統計表

作付面積
１０a当た
り収量

収穫量

ha kg t % % %

九州主産県計 1 700 1 280 21 800  94  111  105
福　　岡  65 1 370  893  84  121  102
熊　　本 1 630 1 280 20 900  95  111  106

平成17年産「い」の作付面積及び収穫量

対　前　年　比
区　　分 作付面積

１０a当た
り収量

収穫量




